
 

 

世界禁煙デー記念 第九演奏会とコバケンさんとの出会い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界禁煙デー記念 第九演奏会 共催：日本禁煙学会 

後援：東京都医師会、アンチエイジング歯科学会 、ジャパンオーラルヘルス学会、日本財

団、禁煙推進学術ネットワーク、日本歯科大学、東京都歯科医師会 



コバケンさんは 2012年 7月に上野文化会館の音楽監督に就任されました。 

ただ、引き受けて戸惑ったのは会館の職員と楽団員の喫煙でした。職員はともかく楽団員も

喫煙者が多く、タバコが大嫌いなコバケンさんはこの問題の解決策に悩みました。ある晩、

目白の行きつけの寿司屋（寿司たつ）で大将にこの悩みを話したところ、「近所にタバコに

詳しい先生がいるから紹介しようか」（ため口）と言われ、是非にとの事で夜半私の自宅に

電話が有りました。 

「コバケンさんがタバコに関して困っていて相談したい事があるんだけど先生今から来ら

れる？」 

そこで「僕は食事も済んでいるけど今から行ってあげる」と答え、寿司たつに向かいました。

お話を伺ってそれなら良い考えが有りますと近所の私の診療所から添付の通称「イエローカ

ード」を取って来て受動喫煙防止法を説明しま

した。 

文化会館の職員、楽団員全員を集めて、この受

動喫煙防止法のカードを見せながら、「多数の

者が利用する施設を管理する者、つまり、私、

小林研一郎が健康増進法２５条に従って上野

文化会館の建物内、敷地内を利用する人を受動

喫煙から守る法律上の義務が有るので明日か

ら建物内、敷地内を禁煙にします」と宣言すれ

ばそれで事足りますと説明したところ「ああ良

かった」と大変喜ばれ、早急に会館内、敷地内

禁煙を実現しました。それ以来奥様の櫻子さん

と一緒に新宿区に受動喫煙防止を申し入れたり

等お付き合いが続いています。 

 

令和2年4月に東京都受動喫煙防止法が施行さ

れます。 

これは今までのザル法と異なり従業員が一人で

もいれば完全禁煙となります。つまりバイトの

大学生、高校生、従業員は受動喫煙から守られ

ます。 

この事を踏まえ昨年の 8月 15日に、私の歯科の患者さんであるコバケンさん、櫻子さん

に渡辺文学さんを交えてホテルで会食しながら東京都の受動喫煙防止法施行を説明し、ダメ

元で東京都受動喫煙防止法を応援する演奏会をお願いしたところ、コバケンさんがにっこり

笑って「私やりたいです」とおっしゃって快諾して下さいました。 

隣の席で櫻子さんがソロバンを弾いて（現在はノートパソコン）サントリーホールの空き状

況を調べたところ奇跡的に世界禁煙デー当日の夜が空いており、また予算立ても簡単にされ

「先生出来ますわよ」と添付の演奏会が実現しました。 


